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時
代
と
国
境
を
越
え
て
思
想
が
建
築
に
昇
華
―
―
。

長
野
県
軽
井
沢
の「
石
の
教
会 

内
村
鑑
三
記
念
堂
」は

ま
さ
に
そ
う
し
た
建
築
だ
。神
が
創
造
し
た
天
と
地
の

す
べ
て（
天
然
）が
祈
り
の
場
で
あ
る
と
い
う
キ
リ
ス

ト
教
思
想
家
・
内
村
鑑
三
氏
の
根
幹
思
想
、「
無
教
会

主
義
」を
肌
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。設
計
は
、米
国

の
建
築
家
で
有
機
的
建
築（
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
建
築
）の

旗
手
、ケ
ン
ド
リ
ッ
ク
・
バ
ン
グ
ス
・
ケ
ロ
ッ
グ
氏
。彼

の
感
性
と
技
術
が
思
想
を
形
に
し
た
。

　
二
人
の
活
躍
し
た
時
代
は
違
う
。内
村
氏
が
明
治
・

大
正
期
、ケ
ロ
ッ
グ
氏
が
昭
和
か
ら
現
代
。そ
の
二
人

を
結
び
付
け
た
の
が
、星
野
温
泉
旅
館
三
代
目
・
星
野

晃
良
氏
で
あ
る
。星
野
温
泉
は
軽
井
沢
を
創
業
の
地
に

持
つ
星
野
リ
ゾ
ー
ト
の
前
身
。一
九
二
一（
大
正
十
）

年
、星
野
温
泉
で
開
か
れ
た
文
化
人
ら
に
よ
る「
芸
術

自
由
教
育
講
習
会
」に
内
村
氏
が
講
師
で
参
加
し
た
こ

と
か
ら
、晃
良
氏
の
父
で
あ
る
二
代
目
・
嘉
政
氏
と
親

交
が
生
ま
れ
た
。嘉
政
氏
を
通
じ
内
村
氏
を
尊
敬
し
て

い
た
晃
良
氏
は
、内
村
氏
の
想
い
を
伝
え
る
場
が
ほ
し

い
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。晃
良
氏
が
米
国
に
滞
在

し
て
い
た
時
、偶
然
出
会
っ
た
ケ
ロ
ッ
グ
氏
に
よ
る
設

計
の
建
築
に
衝
撃
を
受
け
、す
ぐ
さ
ま
会
い
に
行
っ
た

の
だ
と
い
う
。こ
れ
が
運
命
の
出
会
い
だ
っ
た
。

　
ケ
ロ
ッ
グ
氏
は
、同
じ
米
国
の
建
築
家
、フ
ラ
ン
ク
・

ロ
イ
ド
・
ラ
イ
ト
氏
の
影
響
を
受
け
、自
然
と
調
和
し

た
建
築
を
目
指
し
て
い
た
。晃
良
氏
か
ら
聞
い
た
内
村

氏
の
思
想
に
深
く
共
鳴
、自
身
の
建
築
と
本
質
的
な
重

な
り
を
見
出
し
た
。建
物
は
、軽
井
沢
の
丘
の
豊
か
な

自
然
の
中
に
溶
け
込
む
よ
う
に
佇
む
。石
と
ガ
ラ
ス
の

ア
ー
チ
が
交
互
に
織
り
な
す
独
創
的
な
フ
ォ
ル
ム
は
息

を
呑
む
美
し
さ
だ
。太
陽
の
軌
道
に
合
わ
せ
緩
い
弧
を

描
き
、礼
拝
堂
を
南
向
き
に
設
置
す
る
こ
と
で
常
に
光

が
差
し
込
む
。

　
一
歩
中
に
足
を
踏
み
入
れ
る
と
、そ
こ
は
石
と
光
と

水
の
別
世
界
が
広
が
る
。す
べ
て
違
う
形
の
自
然
石
を

積
み
上
げ
た
壁
と
そ
の
壁
を
静
か
に
流
れ
る
滝
、高
い

天
井
か
ら
降
り
注
ぐ
自
然
光
に
囲
ま
れ
、自
然
の
中
に

居
る
よ
う
な
開
放
感
に
満
た
さ
れ
る
。こ
の
静
謐
な
祈

り
の
空
間
は
、特
定
の
時
代
に
属
さ
な
い「
タ
イ
ム
レ

ス
」な
建
築
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

アーチが象徴しているのは、「時の流れ」と「調和」である。19本のアーチは
入口で横になっているが、人が成長するように徐々に立ち上がっていく。人
生の歩みという時の流れの表現である。そして堅固な石のアーチが支える
ガラスからは光明がもたらされ、石とガラスが調和を生んでいる。これは、
人と人、人と自然も美しく調和できるという神の願いを形にしたものだ
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